
【単元 1】第 1章 生物の観察と分類のしかた （教科書 p.13～26） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、生物の観察と分類のしかたについて理解する

とともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な生物についての観察、実験などを通して、いろいろな生物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、生物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・生物の観察と分類のしかたに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態

度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ること

ができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、生物の観察

と分類のしかたについての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

生物の観察と分類のしかたに

ついての観察、実験などを通

して、いろいろな生物の共通

点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観

点や基準を見いだして表現し

ているなど、科学的に探究し

ている。 

生物の観察と分類のしかたに関

する事物・現象に進んでかかわ

り、見通しをもったりふり返っ

たりするなど、科学的に探究し

ようとしている。 

 

【単元 1】第 2章 植物の分類 （教科書 p.27～44） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、植物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な植物についての観察、実験などを通して、いろいろな植物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、植物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・植物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、植物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

植物のからだの共通点と相違

点についての観察、実験など

を通して、いろいろな植物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに、植物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど、科学的に探

究している。 

植物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

【単元 1】第 3章 動物の分類 （教科書 p.45～63） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、動物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な動物についての観察、実験などを通して、いろいろな動物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、動物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・動物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、動物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

動物のからだの共通点と相違

点についての観察、実験など

を通して、いろいろな動物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに、動物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど、科学的に探

究している。 

動物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 
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【単元 2】第 1章 身のまわりの物質とその性質 （教科書 p.73～90） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身のまわりの物質をさまざまな方法で調べる実験を通して、物質には密度や加熱したときの変化

など固有の性質と共通の性質があることを見いだして理解するとともに、実験器具の操作、記録

のしかたなどの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質の姿に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、身のまわりの

物質とその性質についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

物質の姿について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物質の姿に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

【単元 2】第 2章 気体の性質 （教科書 p.91～100） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気体を発生させてその性質を調べる実験を通して、気体の種類による特性を理解するとともに、

気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質の姿に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、気体の発生と

性質についての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

物質の姿について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物質の姿に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

【単元 2】第 3章 水溶液の性質 （教科書 p.101～114） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・水溶液から溶質をとり出す実験を通して、その結果を溶解度と関連づけて理解するとともに、そ

れらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・水溶液に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、

自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、水溶液につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに、

科学的に探究するために必要な

観察、実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

水溶液について、問題を見い

だし見通しをもって観察、実

験などを行い、物質の性質や

状態変化における規則性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に進

んでかかわり、見通しをもった

りふり返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。 
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【単元 2】第 4章 物質の姿と状態変化 （教科書 p.115～131） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物質の状態変化についての観察、実験を通して、状態変化によって物質の体積は変化するが質量

は変化しないことを見いだして理解する。また、物質は融点や沸点をさかいに状態が変化するこ

とを知るとともに、混合物を加熱する実験を通して、沸点のちがいによって物質の分離ができる

ことを見いだして理解する。あわせて、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。

（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・状態変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、状態変化と

熱、物質の融点と沸点について

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

状態変化について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

状態変化に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 
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【単元 3】第 1章 光の世界 （教科書 p.141～158） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・光についての観察、実験を通して、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するときの

規則性や、凸レンズのはたらきについて、物体の位置と像の位置および像の大きさの関係を理解

するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・光について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、光の性質の規則性や関係性

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・光に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

光に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら、光

の反射や屈折、凸レンズのはた

らきなどについての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

光について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、光の反射や屈折、

凸レンズのはたらきから規則

性や関係性を見いだして表現

しているなど、科学的に探究

している。 

光に関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったりふ

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 

【単元 3】第 2章 音の世界 （教科書 p.159～166） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・音についての観察、実験を通して、音は物体が振動することによって生じ、空気中などを伝わる

ことや、音の高さや大きさは発音体の振動に関係することを理解するとともに、それらの観察、

実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・音について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、音の性質の規則性や関係性

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・音に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

音に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら、音

の性質についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

音について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、音の性質の規則性

や関係性を見いだして表現し

ているなど、科学的に探究し

ている。 

音に関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったりふ

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 

【単元 3】第 3章 力の世界 （教科書 p.167～181） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物体に力をはたらかせる観察、実験を通して、物体に力がはたらくとその物体が変形したり動き

始めたり、運動のようすが変わったりすることを理解するとともに、力は大きさと向きによって

表されることを知る。また、物体にはたらく 2 力についての実験を行い、力がつり合うときの条

件を理解し、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・力について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、力のはたらきの規則性や関

係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・力のはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

力のはたらきに関する事物・現

象を日常生活や社会と関連づけ

ながら、力のはたらきについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

力のはたらきについて、問題

を見いだし見通しをもって観

察、実験などを行い、力のは

たらきの規則性や関係性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

力のはたらきに関する事物・現

象に進んでかかわり、見通しを

もったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 
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【単元 4】プロローグ 大地の歴史の手がかりをさがしてみよう （教科書 p.190～191） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、身近な地形や

地層、岩石の観察についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、それらの観

察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な地形や地層、岩石の観察について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行

い、地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・身近な地形や地層、岩石の観察に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、身近な地形

や地層、岩石の観察についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

身近な地形や地層、岩石の観

察について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、地層の重なり方や

広がり方の規則性などを見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

身近な地形や地層、岩石の観察

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

【単元 4】第 1章 火をふく大地 （教科書 p.193～206） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、火山活動と火

成岩、自然のめぐみと火山災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、

それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・火山、自然のめぐみと火山災害について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行

い、地下のマグマの性質と火山の形との関係性、自然のめぐみや火山災害の火山活動のしくみと

の関係性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・火山、自然のめぐみと火山災害に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、火山活動と

火成岩、自然のめぐみと火山災

害についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

火山、自然のめぐみと火山災

害について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、地下のマグマの性

質と火山の形との関係性、自

然のめぐみや火山災害の火山

活動のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

火山、自然のめぐみと火山災害

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 
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【単元 4】第 2章 動き続ける大地 （教科書 p.207～218） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、地震の伝わり

方と地球内部のはたらき、地震災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するととも

に、それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地震、地震災害について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、地震の原因と

地球内部のはたらきとの関係性、地震災害と地震発生のしくみとの関係性などを見いだして表現

する。（思考・判断・表現） 

・地震、地震災害に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、自然

環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主

体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、地震の伝わ

り方と地球内部のはたらき、地

震災害についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

地震、地震災害について、問

題を見いだし見通しをもって

観察、実験などを行い、地震

の原因と地球内部のはたらき

との関係性、地震災害と地震

発生のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

地震、地震災害に関する事物・

現象に進んでかかわり、見通し

をもったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 

【単元 4】第 3章 地層から読みとる大地の変化 （教科書 p.219～235） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、地層の重なり

と過去のようすについて基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、それらの観察・実

験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地層の重なりと過去のようすについて、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、

地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・地層の重なりと過去のようすに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする

態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよう

にする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、地層の重な

りと過去のようすについて基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

地層の重なりと過去のようす

について、問題を見いだし見

通しをもって観察、実験など

を行い、地層の重なり方や広

がり方の規則性などを見いだ

して表現しているなど、科学

的に探究している。 

地層の重なりと過去のようすに

関する事物・現象に進んでかか

わり、見通しをもったりふり返

ったりするなど、科学的に探究

しようとしている。 

 

 

 

各観点の評価基準・・・観点別評価規準をおおむね達成している場合は「Ｂ」、十分満足できる程度まで達成している場合は「Ａ」 

 

 

観点の評価方法  知識・技能（知）： 行動観察、ワークシート、レポート、ペーパーテスト 

         思考・判断・表現（思）： ワークシート、レポート、発表、ペーパーテスト 

         主体的に学習に取り組む態度（態）： 行動観察、ワークシート、レポート 


